
■第五中学校区 B-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

少しずつ
広げて
いくべき

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
心やすらぐまち ふるさとはちおうじ

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

あいさつをきっかけにコミュニケーションを図ることで、心が通いあい、お互い育み合うまちとなっていきたい

子ども会活動を進める

リーダー募集
イベント運営

中学校区
ごとなどで
寄せ合う多世代

交流

町の特色のアピール

・伝統文化を大切にする。誇りにする
・伝統文化を楽しむ
・伝統文化を発信する

想い

地域で子どもが興味を
持つイベントを企画し
共に来た親たちが

コミュニケーションを
取れる場を作る

市・市民活動のリスト配布

入退会のハードルを下げる
スキルを活かせる説明を

付ける

まちに防災部会をつくる

・避難路調査・マップつくり
・防災組織・体制つくり
・対象者リスト作成

*住民のつながりをつくる
きっかけになる

子どもの体験できる場づくり

小規模でもよい
室内で出来るものもあるのでは
教えを通して地域がつながる

あいさつ運動（たれ幕等
を設備してあいさつを交
わす意識を高める）

地域と学校で
協力して

あいさつ運動を
おこなう

ふるさとづくり

子どもが育った地域で
イベント祭りを行う

（参加させるよう保護者への働きかけ） 新設された防災公園の活用

なかよし公園（防災公園）
を利用した防災訓練を行い

防災意識を高める

地域ごとに独居老人を
サポートする若者を募る
（民生・児童委員の他に）

大学生など福祉を勉強している学生

災害時に近所のつながりが
必要な事を具体例をあげて
伝える。又は記入確認用紙

の作成など

例）安否確認や救援物資の
配り方など

八王子市内の大学
などでのオープン
カレッジを活用する
知的資源の活用

防火・防災エリ
アの構築
（例）広場
・公園など

生き物を慈しむ
心を育てる
動物園（小動
物）を作る

山車会館を作る
（八王子の伝統をア
ピールする）一年中
「まつり」がある

八王子市に在住の
文化人や（作家・
教授・研究者
etc.）ミュージ
シャンなどの方々

に地元での
講演会など開催

全市挨拶運動
小中生は
通学中のみ

商店に協力要請

「八王子市親切都市宣言」の
再アピール？

（今も継続中でしょうか？）
小さな親切運動

この街
から！

経験
・スキルを
活かして

ふる里自慢
ができるよ
うに意図的
につくって

いく

顔見知り
・仲間を
つくる

伝統を
守る

知的財産
の活用

行政によ
るきっか
けづくり

再アピール

市で宣言
する！

太いパイプ
作り

話し合い

あいさつ
月間とか？

市民が活動
しやすいよ
うに行政が
支援する

行政が
きっかけ「自分は

地域の中の
1人だ」

充実
＝心の余裕
⇒環境整備
を第一に！

環境の整備
が基盤に
なる

1つ1つ
不満を解消
していく

行政と地域
の話しあい

まちを
大切に
する

親教育

親の意識
を変える

若い人
思い出が
無い

まちに花を植える
市民会議
町会・商店

まちでキャッチフ
レーズをつくる
まちの特色を
アピールする

地域同士
で競争！



動物を育てる
植物を育てる
＝心を育てる

■第五中学校区 B-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

ふれあい交流

コミュニ
ケーション

が軸

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

年配者が気軽に集える

・場所をつくる
・活動できる場をつくる

コミュニケーションを増
して年配者の不満・不安
を解消する

コミュニケーションの促進

市民・市長・行政
顔を合わせる機会を作る、増やす

イベント・活動を利用
互いの問題・不満を話し共有する

問題解決の智恵を出し合う
市民と行政のパイブ強化

ちょこっとの
時間だけど
週2回位ある

集り
（おしゃべり
するだけでも）

子どもたちに地域の中で
体験的な活動の場が

あるまち

子ども会活動も低迷して
いる。また子ども会の組
織がない。またはなく
なった地域もある。活動
を通して子ども同士の
交流異年齢の交流等で子
どもの成長が期待できる

【地域のみんなが
あいさつを
交せるまち】

地域の中で
人と人との

つながりが薄い

まずはあいさつを
交わすことから

コミュニケー
ション足りて
ないのでは？

悪いことは
できない

きっかけになる

あいさつが
盛んなまち

気軽に
集える

まち（コミュ
ニティ）の
価値を高める

コミュニケー
ションの
ハードルを
下げる

保護者同士の
連絡網がない

市民自から発信力を増やす

各種市民活動や
イベントに参加する

イベント活動等の場の紹介が必要

動物・ペット等
を自由に飼育で

きる場所

生き物への慈し
みの心を育てる

市民の声がきち
んと生かされる
納得できるもの

たくさん

価値を
つくり出す

町としての
積極的な
発信

コミュニケー
ションをベー
スにした話

まずはあいさつ
（地域の防犯の
ためにも）

結局は
人の心の問題

あいさつは
コミュニケー
ションの基本

人と人との
つながり

“遊び方”
を知る

個人
情報

体験する
機会をつくる

あいさつ

潤いを
増やす

多世代交流

隣近所が
みえない

（マンション）

年齢差による
付きあい方を

学ぶ場

ガキ大将

年齢が違う人
遊び方が
わからない

「地域の中の
自分」

町としての
シンボル

・マスコット
・印

まちの日
をつくる

キャッチ
フレーズ

・エンブレム

まちを広く
知って
もらう

【心が通い合いお互い
に育み合う街】

子どもたちから
老人までが集える

広い公園を街中に作る

祭や伝統行事の伝承創作

地産地消の促進
地域農家等とコラボで

特産品のピックアップ・商
品化の企画・販売支援等

まちオリジナル
の地域振興券の

活用

各自の出身郷土
自慢が出来る場
を作りそこから
ヒントを得る

・花の栽培
・市民にうるおいを
与える
・花づくりを通して
知り合いがふえる
・心がいやされる

ガキ大将のいる
年齢差のある
子どもたちが
自由に遊べる
場所がある

先輩・後輩

市のイベント
・市民活動を紹介

参加をうながしコ
ミュニケーションを

通じて人との
繋がりをつくる。
新居住者・リタイア

者・年配者

町会の行事に進んで参加する

町会のイベント等を通して
顔見知りになり地域内の

知り合いも増える

今は町会に加入しない
隣に住んでいる人も知らない

あいさつも交わさない

町会に多数の
部屋をつくる

誰もが好みの自分ができる
ことを選んで参加しやすく
学童の通学見守り学習支援

子育芸術趣味etc.

*社会参加を促す

地域の
活動に
参加する

心の潤

一緒になって

公園

ハード面の
難しさ

東放射線
ユーロード
（花植え）

【心が通い合いお互いに育み合う街】

ワクチン申込みのときにあった事例のように
SNS上の情報を若者が高齢者に伝える

1人暮らしの方
を近所の皆で
気にかける
“気持ち”

・まち中の潤を増やす
・緑を増やす
・遊休地や空地を活用
する
・ベンチ等小休憩場所
を増やす

一斉メールで
共有

標札も
出ていない

（マンション）

お隣
誰住んでるか
わからない
→連絡先×

積極的に発信
高齢者と若者

の交流

幼稚園保育園
小学校において
親子への教育

（個人情報の
保護とオープン
バランス）

【心が通い合いお互
い育み合うまち】

隣り近所に住む人が
どんな人か顔や名前

もわからない
（特にマンション）

【心が通い合いお
互いに育み
合う街】

小中校の通学路に
見守る人たちを
多く配置する

災害への備え強化

町民自から調査訓練
啓発活動を行い

自助・共助力の向上
行政・社協との

連携強化

*町会の防災部会活動

地域のルールが
わかりづらい方
への伝え方

わからないこと
を尋ねられる

雰囲気

「子ども会の
役割は終わっ
てしまったの
でしょう
か？」

PTAと子ども
会の区別がつ

かない

子どもたちを
どうするか

生き物に対
する慈しみ

地域で
教える

場がない…

他とのコミュ
ニティとの
コミュニケー
ションが
取れない 公園は防災

拠点になる

防災拠点の
見直し

災害
（互助・共助）

学校
→危ないこと
はさせない

学校の機能
（コミュニ
ケーション）

子どもが
ひも靴
結べない

「気をつけろ」
というばかりで

体験する
機会がない
（ケガをして
痛い思い）

震災
逃げ場が無い

防災しっかり

まちの価値
をつくる

居場所をつくる

顔見知りになる

便利
簡単 ◎？
安全性

今
トップを

やりたがらない

市街地
完成されてる
⇒ハード面 難

お互いに
歩み寄ろうと
する気持ち

なんであいさ
つしないとい
けないの？

基本

防災の観点から
も中心市街地に
広い空間のある
公園が必要


